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本日は、会員卓話と云う事で農業関連
で話をして欲しいと云う木村プログラ
ム委員長からのお話が先日有、何を卓話
しようか悩みましたが、私の知りうる限
りでお話をさせて頂き最後の10分程度

は、昨年当JAが日本農業賞を受賞し、11月23日には、日
本天皇杯を受賞させて頂きましたので1年間の長いもの
生育状況と選果ラインをDVDで見て頂きたいと思います。
十勝農業の歴史について、1869年（明治2年）蝦夷を
北海道と改称「十勝国」を創設。広尾、当縁、十勝、
中川、河東、河西、上川の7郡51村を設立、1883年（明
治16年）晩成社移民団入植地到着して、125年前に開拓
の鍬が入れられた。
その後幾つか沢山の変貌を遂げ昭和35年には日本農
業の法律、農業基本法が制定され、その基本法が平成
11年見直しされ、新農業基本法（食料。農業。農村基
本計画）がH12年に公布制定された。
十勝農業は、S40年頃から機械化が目まぐるしく進み
近代的農業が確立された。S45年に16,239戸の農家戸数が
あったが現在では、6,596戸まで減少その結果1戸当り耕
作面積も現在38haと、全道平均の約2倍、全国平均の約17
倍と大規模な経営となっていて、ここ10年間で1.28倍にな
っている。耕地面積は256,200ヘクタールで全道の21.9％を
占めている。総収入は全道1兆円の25％の2,500億である。
現在日本農業はH12年の雪印食中毒事件、H13年9月
のBSE感染牛の発症以来、食に関する関心が消費者に
一気に増し、食の安全、安心が生産者、流通関係に強
く求められる様になった。生産現場では、生産物のト
レーサビリティー（生産履歴）の徹底を心がけ、肥料
の成分、使用農薬名、作業内容等、詳細に記帳を行い
生産物の出荷前に販売先に提出している。又全生産物
の残留農薬検査も実施して、安全性をチェックしてい

る。畜産、酪農関係のトレサビについても国に全ての牛
を届け出て牛の移動歴が誰が見てもインターネットで
全て判るように、登録が法律で義務付けられている。十
勝には、220,000頭の搾乳牛と、185,000頭の肉牛がいて人
口360,000人で牛の合計が405,000頭で牛数の方が3－4年
前に人口を抜いた。十勝の畜産全体では乳用牛と肉用牛
で全体売上の95％を占め飼養頭数も乳用牛で全道の
26％、肉用牛で全道の41％を占め、全道一となっている。
酪農では一戸当りの飼養頭数がここ数年増加して、H19
年で120頭と、EU諸国に匹敵する大規模経営となり、生乳
生産量も100万t以上と全道最大の生産基盤を誇ります。
現在食料に対する、国民、消費現場では、より安心
な食料が強く求められている一方、日本の自給率、世
界人口の増大、燃料に変わる食料からのバイオエタノ
ールの生産、グローバル社会での食料輸出規制等食料
に対する不安が最近一気に取りざたされています。経
営の現場では、こうした1つ1つの問題を着実に克服し、
むしろ追い風に感じて6,500戸のプロ農家集団によって、
国民への食料供給と国土保全と云う多面的機能を果た
すべき大きな責任を背負っている訳で、新たな農政の
もと、十勝型農業として数々の障害を乗り越えて、発
展して行かなければ成らないと考えます。
■会長報告 奥　　周盛会長

先日の日曜日に、釧路で地区協議会が開かれました。
帯広RCからは、曽我エレクトをはじめ18名の次年度理
事・役員、委員長さんが出席されました。
早朝にバスで出発され、朝9時から午後4時40分過ぎ
までの長丁場の会議で、大変お疲れ様でした。全体で
700名を超える大きな会議でした。
また、前日の土曜日には「会長エレクト研修セミナ
ー」、通称PETSが開催され、地区内68クラブから次年度
の会長・幹事が出席され、次年度地区役員を含めて総
勢約200名で会議が行われました。このセミナーも、朝
9時から夜の懇親会まで、大変に長い1日でした。
ロータリーには、「協議会（Assembly）」という名称
の会議が3つあります。
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■プログラム プログラム委員会　

会員卓話「十勝の農業について」
小倉　豊会員



■委員会報告

・ロータリー情報委員会 渡辺　喜代美委員長　
第８回寺子屋を開催
日　時　5月14日（水）午後6時
場　所　北海道ホテル　会費　4,000円
テーマ「クラブ運営の管理」 講師　松島　隆会員
・職業奉仕委員会 外崎　裕康委員長
5月13日に帯広北高等学校の生徒を対象とした出前講
座を行います。今回の出前講座に際しまして、図書を
寄贈したいと考えております。つきましては会員、皆
さまのご家庭にございます図書を寄贈してもかまわな
いと思われる図書があれば承りたいと思います。ご協
力よろしくお願いいたします。
・出席報告 出席委員会
4月23日例会　会員総数101名（うち出席免除会員10名）
出席者数61名
4月9日例会のメーキャップを含む出席者数及び
出席率74名81.3％
・・・出席表彰・・・
白石　俊之会員　29年 曽我　彰夫会員　18年
後藤　健二 会員　 7年 中田　隆三会員　 7年
小澤　昌博会員　 5年 外崎　裕康会員　 5年
・ニコニコ献金 親睦活動委員会
金子健太郎会員
この度、平成20年度の「出先おびひろ会」の会長に
選任されました。出先企業同士の交流やとかち帯広と
のふれあいを深め、街づくりや地域経済の発展に寄与
できるよう活動してまいります。今後ともよろしくお
願いいたします。
白石　俊之会員　出席表彰29年 曽我　彰夫会員　出席表彰18年
田中　隆三会員　席表彰　 7年 後藤　健二会員　席表彰 7年
外崎　裕康会員　席表彰　 5年
渡辺喜代美会員
2008年―09年度PETS･地区協議会にて、無事米山記
念奨学会運営委員会・活動計画発表をさせていただき
ました。当クラブの讃岐会員の当委員会の出向の件、
あわせて感謝申し上げます。ありがとうございます。
小倉　　豊会員
本日、会員卓話させて頂きました。
・誕生祝い 土、田　和夫会員　
・結婚祝い 土、田　和夫会員　
■次週プログラム予定

4月30日（水）「休会」
5月 7日（水）「会員卓話」（プログラム委員会）
「帯広RCのRI表彰の会報とクラブの年代的回顧」 田中　弘会員

1）国際協議会　2）地区協議会　3）クラブ協議会　です。
今回の地区協議会に先立ち、今年1月にアメリカ、カ
リフォルニア州のサンディエゴで、国際協議会が七日
間の日程で開催されました。全世界530地区からガバナ
ーエレクトが招集され、李東建（リ・ドンコン）次年
度RI会長からRIテーマが発表され、そのテーマに基づ
く次年度の強調事項などのRI運営方針の研修が行われ
ました。RIテーマは、すでにご案内のとおり「Make
Dreams Real（夢をかたちに）」であります。
この国際協議会の研修内容に基づいて、各地区のガ
バナーエレクトは地区協議会を開催して、地区内のRC
の次年度会長・幹事をはじめとするクラブ・リーダー
に、地区運営方針を伝え、各RCは、クラブ協議会を開
いて具体的な活動計画に取組むという流れが、システ
ムとして出来上がっている訳です。
およそ半年の間に、このような一連の会議が全世界
で、しかも毎年行われていることを考えると、ロータ
リーの壮大なシステムとネットワークに、ただただ感
心するばかりであります。
先日、皆様全会員に「2007年手続き要覧」を配布し
ました。これは、RIの規定審議会に基づいて3年ごとに
改訂されて発刊されます。
この手続要覧には、ただ今お話した協議会のことな
ど、RI、地区、クラブそしてR財団の組織と運営に関す
ることや、定款・細則などが、載っています。
全部とは申しませんが、関心のあるところや、ご自
分の役職と関わりのあるところは是非お読みください。
皆様のロータリー活動に大変役立つことと思います。
■会務報告 奥原　宏幹事

a帯広西RC、先に4月24日（木）夜間例会開催のご案内
でしたが、お昼の例会に変更になりました。

s帯広東RC、4月29日（火）祭日のため休会と致します。
d帯広RC、4月30日（水）は休会と致します。
f次年度第2回クラブ協議会開催のご案内
日　時　平成20年4月23日（水）午後6時
場　所　北海道ホテル

g・帯広西RC、5月1日（木）は休会と致します。
・帯広北RC、5月2日（金）は休会と致します。
・帯広南RC、5月5日（月）は祭日のため休会と致します。
・帯広東RC、5月6日（火）は祭日のため休会と致します。

h帯広北RC、移動例会開催のご案内
日　時　平成20年5月25日（日）午前9時～
場　所　北海道道立　十勝エコロジーパーク
※尚、5月23日（金）の繰り下げ例会と致します。

j例会終了後、臨時理事会を開催致します。
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